
 
 

 

 

 

厳しい暑さが続く中、先日前期期末考査の日程を終了しました。生徒は今後に向けて、振り返りして「目標」へ向

けて、努力を更に加速させていきましょう。また、本校での単位認定は「授業への参加（出席）」、「レポートの提出」、

「考査の受験」を中心に評価されます。義務教育を終えて、みなさんの「意志」で進学した高校生活。自らの行動で

学校生活を充実させて、多くの人から応援されるよう心がけていきましょう。保護者の皆様におかれましても引き続

きご協力のほど、お願いいたします。 

今後の日程 

月 日 曜日 内容 

７ ２２ 月 夏季休業期間開始 

８ １０ 土 学校閉鎖期間（～１８日まで） 

９ ２ 月 「再登校」・通常授業「再開」※昼食必要 

９ １３ 金 特別校外研修「遠足」※警報等、中止の場合は午前日課 

９ ２４ 火 B日課 

９ ２７ 金 前期終業式・後期始業式 

 

※行事予定は、変更される可能性があります。変更があった場合は生徒を通じて連絡します。 

※高額な金銭の持参は保管、管理に十分注意してください。（要相談） 

 

夏季検定対策講座 参加予定人数（１年生） 

内容 人数 

漢字検定対策 １５名 

英語検定対策 １０名 

色彩検定対策 ７名 

 

資格・検定試験の取得（合格）支援について 

２０２４年度の資格・検定試験の受験申込が開始されました。１年生時から資格検定試験の受験を推奨いたします。

第２期の試験へ向けて、対策講座や放課後学習の案内は担任及び担当者から随時連絡を行っています。夏季休業期間

でも対策講座を開講しています。（上記参照）積極的に参加して、進路選択の幅を広げていきましょう。 

 

夏季休業「課題」について 
夏季休業「課題」が Google Classroomにて配信されます。情報Ⅰの授業内で参加した Classroomを随時確認しま

しょう。課題配信日程と教科は別紙を参照してください。なお，学校閉鎖期間における課題の配信はありません。 

自宅で課題を取り組む中で、質問、相談があった場合、気軽に学校に問い合わせしてください。ただし、学校に登

校して相談を希望する場合は、事前に電話にて、相談したい科目の先生の予定を確認してください。部活動の引率等

で、不在になる先生がいます。必ず、登校する前に確認しましょう。 

 

活動の記録 

【バレーボール部】       【バスケットボール部】      【eスポーツ部】 

               

【献血～命の研修～】       【地域清掃活動】        【交通安全講習】  

     

【調理実習】           【美術（色彩検定対策）】   【人間形成 情報モラル】 

       

  

夏季休業の注意点（心得） 

１．これから、夏季休業となります。学校を中心とした生活サイクルから離れます。そこで、すべての生徒が充実した期間と

なるよう、以下の点を伝えます。確認すること。 

 

（１） 学習に時間をかける期間とする。 高校時代の時間を大切する。 

（２）トラブルや事故にあわない行動をとる。 高校時代の友だち・仲間を大切にする。 

２．学習について 高校時代の時間を大切する。 

（１）計画的・継続的に学習する。 

（２）学校の課題と自分の課題や進路に向けての行動をおこし、多く時間をかけ、前進・先進となる期間とする。 

 

３．トラブル・事故の防止について 高校時代の時間を大切する。 高校時代の友だち・仲間を大切にする。 

(1) 外出 

①全ての外出は、保護者の承諾をうけ、その責任下のもと行動すること。以下の内容を理解すること。 

②特に注意が必要となる場所 

「繁華街の昼夜」 不審者・犯罪者によるトラブル・事件に注意。 

「海・川・プールの昼夜」 水に関わる事故に注意。 

「市街地・住宅周辺の昼夜及び自転車運転」 交通事故に注意。 

ツーロック・ヘルメット着用・保険による対処。 

「花火・火器の使用」 火事になる原因。火器は使用しない。 

「公共施設・商業施設」 マナーを守る。 

「山の昼夜」 ガイド（指南者）がいない登山を行わない。軽装・軽装備の無理な登山をしない。 

クマ出没による事故に注意。三重県内のツキノワグマの出没（４０件・過去最多）が確認されています。 
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 「旅行」 犯罪者による事件に注意。保護者同伴で行うこと。 

 

（２）スマートフォン・タブレット端末・通信機器の利用 

①全ての利用は、保護者の承諾をうけ、その責任下のもと使用すること。以下の内容を理解しておくこと。 

②特に注意が必要な事項 

 「ＳＮＳ」 犯罪者によるトラブル・事件に注意。個人情報を伝えない。 

 「ＳＮＳ」 これを用いたトラブルや傷つける行為による人間関係悪化（命に係わる事件ニュースも報道されている）に注

意。 

こうした場合は、保護者と相談する時間を設け、けっして自分（自分たち）で解決しないこと。 

  「SNS」 利用時間と料金による問題に注意。 

 

（３）人間関係 

 適切な関係・良好な関係の構築を常に意識する。 

嫌な思いをしない、嫌な思いをさせない、嫌な思いとならない。 

いき過ぎた言葉や態度をとらない。 

 

４．学校から緊急の連絡がある場合 

「ホームページ」「緊急メール配信システム」及び「電話連絡」による連絡。 

 

高校時代の時間を大切する。 高校時代の友だち・仲間を大切にする。 
 


